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日本学術会議の活動状況等に関する年次報告 

（令和６年１０月～令和７年９月）作成の方針について（案） 

 

１．目的 

  社会に対して広く１年間の日本学術会議の活動について明らかにするとともに、

外部評価有識者による外部評価の基礎資料とするため、令和６年１０月から令和７

年９月までの日本学術会議の活動状況を報告する資料を作成する。 

 

２．構成 

第１編 総論 

表紙、日本学術会議憲章、目次 

第１．日本学術会議会長挨拶【光石会長】 

第２．日本学術会議の活動 

＜特集＞ 

 １．日本学術会議のあり方に関するこれまでの経緯【光石会長・日比谷副会長】 

２．日本学術会議第 26 期アクションプランについて【光石会長】 

 ３．会員任命問題に関するこれまでの経緯【光石会長】 

＜部・委員会等における主な活動＞ 

４．政府、社会に対する提言及び市民との対話【磯副会長】 

５．国際的活動【日比谷副会長】 

６．科学者ネットワークの構築【三枝副会長】 

７．日本学術会議を支える３つの科学部門 

 

① 第一部（人文・社会科学）【吉田部長】 

② 第二部（生命科学）【神田部長】 

③ 第三部（理学・工学）【沖部長】 

８．若手アカデミー【若手アカデミー代表】 

第３ 活動記録 

 １．カレンダー 

 ２．一年間の規定改正について 

（参考）声明「科学者の行動規範」（抄） 

第２編 活動報告 

表紙、目次 

１．日本学術会議の概要（組織の概要） 

２．組織ごとの活動報告 

 (1) 総会 

資料２ 
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(2) 幹事会 

(3) 幹事会附置委員会 

(4) 部          

(5) 機能別委員会   

(6) 課題別委員会   

(7) 分野別委員会   

(8) 部が直接統括する分野別委員会合同分科会 

(9) 地区会議     

(10) 若手アカデミー 

 

３．今後のスケジュール 

７月 31 日  年次報告検討分科会 

   執筆依頼（→８月２９日〆切） 

10 月上旬  年次報告検討分科会（年次報告案の確認、修正） 

10 月 27 日 総会（年次報告第１編の配布） 

 

 


